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　概略工事工程表　
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栗東体育館空調設備長寿命化電気設備工事

工程上の留意事項

１．アリーナの使用停止期間は12月～3月を予定しているため、アリーナ内施工はこの期間

　　に行うこと。なおアリーナ使用不可となる期間は極力短縮すること。

２．アリーナ使用停止期間中に別途照明ＬＥＤ化工事が行われるため、工程調整に協力

　　すること。
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＜空調設備改修＞

現地調査

機器承諾

機器製作

機器搬入据付、配管・ダクト工事

既設機器撤去搬出、配管・ダクト撤去工事

既設給油設備撤去工事、屋外基礎工事

準備工

電気設備工事

試運転調整

検査

＜発電機改修＞

現地調査

機器承諾

機器製作

試運転調整

検査

既設撤去搬出、機器搬入据付、配線接続

暖房設備停止期間

備考
アリーナ使用停止期間

工事注意事項

３．車両通行等により傷めた敷地内通路等は、施工業者の負担により現況復旧を行うこと。

４．騒音・振動のでる工事は休館日に行うこと。

５．施設の行事・利用を優先し工事を進めること。

６．屋外工事にあっては施設と調整の上、近隣に配慮した日程とすること。

７．外部施工にあたっては、施設利用者が施工エリアに立ち入ることがないよう措置を行うこと。

１．施設内への車両進入に際しては、施設職員及び利用者に十分注意を払うこと。

２．機器資材等搬出入時は必要に応じて誘導を行い、施設利用者及び近隣の安全に配慮すること。

８．施工中、既存仕上げ部分に傷がつかないよう十分な養生を行うこと。

工事場所：栗東体育館
（栗東市上鈎５１４）

９．経済産業省、労働基準監督署、消防署等と協議を行い、必要に応じて届出等を行うこと。

10．停電日の停電作業等の立会を電気主任技術者に求めること。

11．自家発電設備の試運転調整を十分行うこと。

12．燃料は、引渡し時満油とすること。

４．発電機停止期間は、極力短くなるよう、施工を進めること。

（注記）

・外壁等のアスベスト含有仕上げ塗料が施工されている場所に、コア抜き、アンカーボルト

設置を行う場合の工法は、国土交通大臣官房庁営繕部の公共建築改修工事標準仕様書

（建築工事編）令和４年度版による。

・除去を行った仕上げ塗料及び下地材は、石綿含有廃棄物として適切に処分を行うこと。

　アスベスト状況表　

アスベスト含有
棟名 階数 教室名 備　考

内壁 天井材 外壁

有 外壁下地調整材体育館

３．別途工事で機械室内の機器を撤去した後に、本工事で自家発電設備を設置するため、

　　監督員及び施設と十分に調整すること。
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